
薪
能
く
る
す
桜
開
催
記
念 

 
妙
見
奉
納
法
楽
連
歌
の
ご
案
内 

 

青
葉
の
候
、
貴
台
に
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
「
古
今
伝
授
の
里
」
郡
上
市
大
和
町
の
連
歌
会
は
、
古
今
伝
授
の
祖
・
東
常
縁

を
モ
デ
ル
と
し
た
能
「
く
る
す
桜
」
の
開
催
を
記
念
し
て
、
濱
千
代
清
先
生
、
島
津
忠
夫

先
生
の
お
導
き
で
平
成
三
年
に
始
ま
り
、
今
日
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。 

今
夏
の
明
建
神
社
奉
納
の
妙
見
奉
納
法
楽
連
歌
会
は
、
昨
年
に
続
き
鶴
崎
裕
雄
先
生
を
宗
匠

に
お
迎
え
し
、
左
記
の
と
お
り
催
し
ま
す
の
で
、
ご
多
忙
と
は
存
じ
ま
す
が
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。 

な
お
、
島
津
忠
夫
文
庫
を
含
む
新
施
設
「
短
歌
の
里
交
流
館
よ
ぶ
こ
ど
り
」
が
、
八
月

三
日
に
竣
工
予
定
で
す
。
令
和
新
時
代
の
最
初
の
連
歌
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
よ
り

多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
れ
ば
大
変
あ
り
が
た
く
存
じ
ま
す
。 

 

記 

 

○ 

日 

時 

令
和
元
年
八
月
六
日
（
火)

 

午
後
一
時
よ
り
満
尾
ま
で 

○ 

会 

場 

古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 
篠
脇
山
荘 

○ 

会 

費 

二
、
五
〇
〇
円
（
湯
茶
・
夕
食
代
込
み
、
当
日
お
支
払
く
だ
さ
い
） 

○ 

そ
の
他 

明
建
神
社
へ
の
奉
納
は
、
翌
八
月
七
日
（
水
）
午
後
五
時
か
ら 

八
月
七
日
の
昼
間
は
明
建
神
社
の
例
大
祭
「
七
日
祭
」
が
執
行
さ
れ
ま
す 

 

※ 

ご
参
加
い
た
だ
け
る
方
は
七
月
二
十
一
日
（
日
）
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

お
申
し
込
み
時
に
は
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
ま
た
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
食
べ
物
の 

ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。 

※ 

事
前
に
付
け
句
を
ま
わ
し
ま
す
の
で
、
お
早
目
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

※ 

交
通
手
段
や
宿
泊
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記
事
務
局
ま
で

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

※ 

次
年
度
以
降
の
案
内
が
ご
不
要
の
方
も
、
お
手
数
で
す
が
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

  

令
和
元
年
六
月
吉
日 

 

<

送
付
元
・
連
絡
先>

 

古
今
伝
授
の
里
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

所
長
・
筧
、
担
当
・
松
原 

〒
五
〇
一
―
四
六
〇
八 

岐
阜
県
郡
上
市
大
和
町
牧
九
一
二
‐
一 

電
話
〇
五
七
五
‐
八
八
‐
三
二
四
四 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
五
七
五
‐
八
八
‐
四
六
九
二 

メ
ー
ル 

k
o
k
i
n
@
c
i
t
y
.
g
u
j
o
.
g
i
f
u
.
j
p

（
※
表
題
に
「
連
歌
」
と
お
書
き
く
だ
さ
い
） 


